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(57)【要約】
【課題】動作電圧を上昇させること無く、周囲の明るさ
の変化に伴う有機ＥＬ素子の発光強度の増強や応答速度
の向上、または駆動電圧の低減を実現する。
【解決手段】有機発光素子は、透明電極と前記透明電極
上に積層された電荷輸送層との界面から、前記電荷輸送
層上に積層された電荷注入層までの範囲内に、直径１０
ｎｍ～５０ｎｍの金、銀及びアルミニウムの少なくとも
いずれかの金属粒子が、前記直径以上或いは２０ｎｍ以
上互いに離間させて分散されていることを特徴としてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明電極と、前記透明電極上に形成される有機活性層と、前記有機活性層上に形成される
金属電極層とを備え、
　前記透明電極と前記有機活性層との界面において、平均粒径１０ｎｍ～５０ｎｍの金、
銀及びアルミニウムのうち選ばれたいずれかの金属粒子が、前記透明電極上に積層された
有機活性層内に分散されていることを特徴とする有機発光素子。
【請求項２】
前記金属粒子は、前記透明電極と前記有機活性層との界面上に固定されていることを特徴
とする請求項１に記載の有機発光素子。
【請求項３】
前記金属粒子は、前記直径以上或いは２０ｎｍ以上互いに離間させて分散されていること
を特徴とする請求項１又は請求項２に記載の有機発光素子。
【請求項４】
請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の有機発光素子を備えることを特徴とする有機
エレクトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、局在表面プラズモン共鳴による有機半導体層の吸収増強効果を利用した有機
発光素子及び前記有機発光素子を利用した有機エレクトロルミネッセンス表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光素子を構成する層の一つとして、光電変換機能を有する有機感光体層を挿入し
た構造を有する有機発光素子が提案されている。
【０００３】
　外部から照射する赤外線の強度に応じて有機感光体層の電気抵抗が変化することにより
有機発光素子の発光強度が変化し、周囲が明るくなればより強く発光することによりディ
スプレイの視認性に対する環境光の影響が軽減できる。
【０００４】
　特許文献１では、光電変換層と電界発光層を対向させて配置し、光電変換層に照射した
光により励起したキャリアを、これら光電変換層及び電界発光層に印加した電界によって
電界発光層に注入し、光を励起・発光させる空間光変調素子が開示されている。
【０００５】
　非特許文献１では、有機エレクトロルミネッセンス（以下、「有機ＥＬ」という。）ダ
イオードと光伝導層としてのチタニル－フタロシアニン層とを組み合わせることにより、
光応答性を有する緑色及び青色有機ＥＬデバイスが作製されたことが開示されている。
【０００６】
　有機ＥＬ素子を構成する層の一つとして光電変換機能を有する有機感光体層を挿入する
ことにより、環境光の明るさに応じて素子の発光強度を変化させる技術が開示されている
（図４（ａ）参照）。この技術は、直射日光にさらされる場所に設置する表示板、デジタ
ル広告の、環境光の影響による視認性低下の防止に一定の効果が期待できる。
【０００７】
　しかし、有機感光体材料は非光照射下および弱光照射下においては絶縁体であり、強光
照射下においても大きな抵抗を持つことから、有機ＥＬ素子の動作電圧が大きくなるとい
う問題がある（図４（ｂ）参照）。
【０００８】
　このように、有機ＥＬ素子を構成する有機半導体材料そのものの環境光の変化によりそ
の導電性が変化するが、その変化率は小さく、環境光による視認性の低下を防ぐ効果は期
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待できない。
【０００９】
　また、前記特許文献１及び前記非特許文献１に開示されたデバイスは、日光等や照明光
等の環境光によって、光を励起・発光するように構成されたものでは無い。従って、前記
特許文献１及び前記非特許文献１に開示されたデバイスは、環境光によって画像のコント
ラストが低下するという問題がある。
【００１０】
　特許文献２では、有機発光層と第１及び第２電極の少なくとも一方との間に配置された
有機半導体層の少なくとも一つが、前記有機発光層からの発光光が透過するように電子及
び又はホールを輸送するキャリア注入輸送性を有する有機材料と前記有機材料内に分散さ
れた複数の粒子とを含む光散乱層を備える有機発光素子を開示する。
【００１１】
　前記特許文献２に開示された有機発光素子によれば、外光をカットしつつ円偏向フィル
タを用いた素子以上の発光強度を確保できるが、環境光による画像のコントラストの低下
を防止する効果は不十分であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２０００－２７７２６５号公報
【特許文献２】国際公開第２００９／１４１９０３号
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】M. Chikamatsu et al., "Photoresponsive organic electroluminescen
t devices" J.Photochem. Photobiol. A, 153, 215-218(2003)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、上述の課題を鑑み、有機ＥＬ素子内に有機感光体層を挿入する代わりに、素
子内に形成した局在表面プラズモン構造に起因する環境光吸収の増強効果や発光強度増幅
効果によって、動作電圧を上昇させること無く、周囲の明るさの変化に伴う有機ＥＬ素子
の発光強度の増強や応答速度の向上、または駆動電圧の低減を実現することを課題とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一実施形態に係る有機発光素子は、透明電極と、前記透明電極上に形成される
有機活性層と、前記有機活性層上に形成される金属電極層とを備え、前記透明電極と前記
有機活性層との界面において、平均粒径１０ｎｍ～５０ｎｍの金、銀及びアルミニウムの
うち選ばれたいずれかの金属粒子が、前記透明電極上に積層された有機活性層内に分散さ
れていることを特徴とする有機発光素子である。
【００１６】
　本発明の一実施形態に係る有機発光素子は、前記構成において、前記金属粒子が、前記
透明電極と前記有機活性層との界面上に固定されていることを特徴としている。
【００１７】
　本発明の一実施形態に係る有機発光素子は、前記構成において、前記金属粒子が、前記
直径以上或いは２０ｎｍ以上互いに離間させて分散されていることを特徴としている。
【００１８】
　本発明の一実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、前記構成のうち
いずれかの有機発光素子を有する有機発光素子を備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
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　本発明によれば、プラズモン共鳴波長がその周辺に位置する有機半導体材料の光吸収波
長と重なっていることにより、有機半導体材料の光吸収がプラズモン共鳴により増幅され
、外光（環境光）による光電荷の発生が促進される。その結果、外光を受けた部分の内部
抵抗が減少し、より多くの電流が流れることによる発光の増加が得られる。よって、本発
明によれば、外光の強度に応じて発光強度が増強されることにより、明所での有機EL表示
装置の視認性の低下を回避する効果を、素子の駆動電圧を上昇させずに実現することが出
来る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係るＯＬＥＤの部分断面構成を示す説明図である。
【図２】本実施例の有機ＥＬ素子の表面プラズモン共鳴による吸収スペクトルの測定結果
である。
【図３】（ａ）はボトムエミッション型ＯＬＥＤの一般的な断面構成を示す説明図であり
、（ｂ）はトップエミッション型ＯＬＥＤの一般的な断面構成を示す説明図である。
【図４】（ａ）は光電変換機能を有する有機感光体層を挿入した構造を有する従来の有機
発光素子の概略断面図であり、（ｂ）は（ａ）に示される有機発光素子の動作電圧を示す
グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
（ＯＬＥＤの一般的な構成）
　まず、図３（ａ）、（ｂ）を参照しながら、ＯＬＥＤの一般的な構成について説明する
。図３（ａ）はボトムエミッション型ＯＬＥＤの一般的な断面構成を示す説明図であり、
（ｂ）はトップエミッション型ＯＬＥＤの一般的な断面構成を示す説明図である。
【００２２】
　図３（ａ）に示すように、ボトムエミッション型ＯＬＥＤ１０は、ガラス等で構成され
る基板１１上に、スパッタリング法や抵抗加熱蒸着法等により形成されたＩＴＯ等の透明
な導電性膜からなる第１電極１２と、前記第１電極１２上に同じく抵抗加熱蒸着法等によ
り形成されたＮ，Ｎ’－ジ（１－ナフチル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニルベンジジン（以下、
ＮＰＤと略称する。）等からなる正孔輸送層１３と、正孔輸送層１３上に抵抗加熱蒸着法
等により形成された８－Ｈｙｄｒｏｘｙｑｕｉｎｏｌｉｎｅ　Ａｌｕｍｉｎｕｍ（以下、
Ａｌｑ３と略称する。）等からなる発光層１４と、発光層１４上に形成されたトリス（８
－キノリノラート）アルミニウム、トリス（４-メチル-８-キノリノラート）アルミニウ
ム、ビス（２-メチル－８－キノリノラート）－４－フェニルフェノラート－アルミニウ
ム、ビス[２-[２-ヒドロキシフェニル]ベンゾオキサゾラート]亜鉛などの金属錯体等から
なる電子輸送層１５と、電子輸送層１５上に抵抗加熱蒸着法等により形成されたアルミニ
ウムなどの反射金属膜からなる第２電極１６とを備えている。上記構成を有するボトムエ
ミッション型ＯＬＥＤ　１０の第１電極１２をプラス極として、また第２電極１６をマイ
ナス極として、直流電圧又は直流電流を印加すると、第１電極１２から正孔輸送層１３を
介して発光層１４に正孔が注入され、第２電極１６から電子輸送層１５を介して発光層１
４に電子が注入される。発光層１４では正孔と電子の再結合が生じ、これに伴って生成さ
れる励起子が励起状態から基底状態へ移行する際に発光現象が生じる。
【００２３】
　図３（ｂ）はトップエミッション型ＯＬＥＤ　２０の構造を示す断面図である。トップ
エミッション型ＯＬＥＤ　２０の場合、第１電極１２がアルミニウムなどの反射性の高い
金属層で構成され、第２電極１６がＩＴＯ等の透明な導電性膜からなる点で、前記ボトム
エミッション型ＯＬＥＤ　１０の構造と相違する。このように、トップエミッション型Ｏ
ＬＥＤの場合、第１電極１２は反射性金属、第２電極１６は薄膜金属或いは透明な導電性
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物質で構成されることが一般的である。また、ボトムエミッション型ＯＬＥＤの場合、第
１電極１２は薄膜金属或いは透明な導電性物質で構成され、第２電極１６は反射性金属で
構成される。
【００２４】
　前記の透明な導電性物質として、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ Ｔｉｎ Ｏｘｉｄｅ）、酸化錫
、酸化亜鉛、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ Ｚｉｎｃ Ｏｘｉｄｅ）、ＡＺＯ（Ａｌｕｍｉｎｕｍ
－ｄｏｐｅｄ Ｚｉｎｃ Ｏｘｉｄｅ）、またはＧＺＯ（Ｇａｌｌｉｕｍ－ｄｏｐｅｄ Ｚ
ｉｎｃ Ｏｘｉｄｅ）を例示することができる。前記無機導電膜以外に、前記の透明電極
を構成する導電性物質として、ポリパラフェニレンビニレン誘導体、ポリフルオレン誘導
体、ポリチオフェン誘導体等の有機導電膜を用いることができ、或いは、前記無機導電膜
及び前記有機導電膜を多層化した複合膜を用いることができる。
【００２５】
　本発明は、前記ボトムエミッション型ＯＬＥＤ或いはトップエミッション型ＯＬＥＤの
いずれに対しても適用可能である。
［実施形態］
　初めに、図１を参照しながら、本発明の実施形態に係るＯＬＥＤの構成について説明す
る。図１は、本発明の実施形態に係るＯＬＥＤの部分断面構成を示す説明図である。
【００２６】
　図１に示すように、本発明の実施形態に係るＯＬＥＤはボトムエミッション型であって
、正極としての透明電極１３０と、有機活性層１５０と、陰極として機能する反射ミラー
電極層１８０とを備え、局在プラズモン共鳴を起こす構造を有することを特徴としている
。前記プラズモン共鳴によって、有機活性層１５０からの発光を増強する発光増強効果と
、外光を吸収して発光を増強する効果が発揮される。
【００２７】
　そのため、前記局在プラズモン共鳴は、透明電極１３０／有機活性層１５０の界面に金
属微粒子１１０が分散されている構造によって発生することができる。前記局在プラズモ
ン共鳴は、前記金属粒子１１０の直径領域と同程度の範囲内で発生する。また、前記金属
粒子１１０の大きさ及び種類によって、前記発光増強効果と前記外光吸収効果のいずれか
が支配的になるかが決定される。
【００２８】
　プラズモン共鳴波長は、前記金属粒子１１０の周辺に位置する有機半導体材料の吸収波
長と少なくとも一部重ならなければならない。
【００２９】
　すなわち、本実施形態において、前記透明電極１３０と前記透明電極１３０上に積層さ
れた有機活性層１５０との界面から、前記有機活性層１５０を構成する電荷注入層までの
範囲内に、平均的な直径（以下、「平均粒径」という。）１０ｎｍ～５０ｎｍの金、銀及
びアルミニウムの少なくともいずれかの金属粒子１１０が、前記平均粒径以上或いは２０
ｎｍ以上互いに離間させて分散されている。
【００３０】
　前記電荷注入層は例示であって、前記有機活性層１５０が複数種の層が積層されている
場合、前記金属粒子１１０が分散される層は、前記透明電極１３０上に積層された発光層
との界面から約１０～３０ｎｍ近傍までの領域内に存在する層であることが好ましい。特
に、プラズモンの効果は、前記透明電極１３０上に積層された発光層との界面から約２０
ｎｍ近傍までの層内に、前記金属粒子１１０が分散されていることが特に好ましい。
【００３１】
　平均粒径Ｄが１０ｎｍ～５０ｎｍの範囲の場合、特定の波長領域において、前記金属粒
子１１０は吸収スペクトルを有するが、平均粒径Ｄが５０ｎｍを超えると、前記プラズモ
ン共鳴波長のスペクトル分布が単にブロードになる一方、前記前記プラズモン共鳴による
効果は、著しく低減若しくは消失する。
【００３２】
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　尚、前記金属粒子１１０がＡｕ（金）元素で構成されている場合、前記金属粒子１１０
は赤色～緑色の吸収スペクトルを有し、前記金属粒子がＡｇ元素若しくはＡｌ元素で構成
されている場合、緑色～青色の吸収スペクトルを有する。
【００３３】
　前記平均粒径Ｄは、前記局在プラズモン共鳴による２つの効果、すなわち、前記発光増
強効果と前記外光吸収効果の２つの観点から決定される。すなわち、前記発光増強効果を
高めるには、前記金属粒子間の距離が２０ｎｍ以上になるように、前記金属粒子１１０を
有機活性層１５０内若しくは前記透明電極１３０／有機活性層１５０の界面上に分散する
必要がある。
【００３４】
　前記したように、前記金属粒子間の距離が２０ｎｍ以上である場合、前記金属粒子１１
０に存在する自由電子は外光若しくは環境光によって励起され、前記励起された自由電子
のエネルギーは、前記金属粒子間に存在する有機活性層１５０に与えられる。その結果、
有機活性層１５０の発光強度が高められる。また、前記金属粒子１１０の表面プラズモン
が励起している場合、前記金属粒子１１０の周囲の有機活性層１５０は前記表面プラズモ
ンの電場の影響を受ける。例えば、前記金属粒子１１０の周囲が電子又は正孔の輸送層で
ある場合、或いは電子注入層である場合、外光若しくは環境光によって励起された表面プ
ラズモンの電場の影響によって、前記金属粒子１１０の周囲の有機活性層１５０の抵抗が
低減する。
［透明電極１３０上への金属粒子の分散方法］
　透明電極１３０は、ＯＬＥＤの陽極として機能する層であり、導電性を有するとともに
、光をＯＬＥＤ１００の外部に取り出すために透明な材料が使用される。具体的には、透
明電極１３０を形成する材料としては、透明な酸化物半導体、特に、ＩＴＯ、ＩＺＯ（Ｉ
ｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＺｎＯ、Ｉｎ２Ｏ３等が好適に使用される。
【００３５】
　金属粒子１１０は、カルボキシル基を有する有機化合物（例えば、ギ酸、酢酸、プロピ
オン酸等）を含有する溶液中に所定の濃度で分散され、前記金属粒子１１０がコロイド粒
子として存在するコロイド溶液を調製する。
【００３６】
　次いで、チオールやジスルフィドの誘導体等からなる自己組織化単分子膜 (Self-Assse
mbled Monolayers; SAMs)等の方法によって前記透明電極１３０表面上に形成された前記
単分子膜上に、前記コロイド溶液を滴下する。このようにして、前記金属粒子１１０は、
前記透明電極１３０上に所定間隔で離間した状態で固定される。
［有機活性層１５０内への金属粒子の分散方法］
　有機活性層１５０は、少なくとも発光層を含む。また、有機活性層１５０は、正孔注入
層及び電子注入層を含んでいてもよい。また、有機活性層１５０が、正孔輸送層及び正孔
注入層のいずれをも含む場合には、正孔注入層が正孔輸送層よりも第１透明電極１３０に
近い側に配置される。また、有機活性層１５０は、正孔輸送層よりも第１透明電極１３０
から遠い側に配置される。
【００３７】
　正孔輸送層を形成する正孔輸送材料としては、例えば、α－ＮＰＤ（ＮＰＢ）、ＴＰＤ
、ＴＡＣＰ、トリフェニル四量体などの公知の材料を使用することができる。また、正孔
注入層を形成する正孔注入材料としては、例えば、ポリアニリン、ポリピロール、銅フタ
ロシアニン（ＣｕＰｃ）、ＰＥＤＯＴ：ＰＳＳなどの公知の材料を使用することができる
。
【００３８】
　有機活性層１５０としては、赤色発光層、緑色発光層及び青色発光層のうち、１種また
は２種以上を含むことができる。
【００３９】
　赤色発光層を形成する材料としては、例えば、テトラフェニルナフタセン（ルブレン：
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Ｒｕｂｒｅｎｅ）、トリス（１－フェニルイソキノリン）イリジウム（ＩＩＩ）（Ｉｒ（
ｐｉｑ）３）、ビス（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－２－イル－ピリジン）（アセチルア
セトネート）イリジウム（ＩＩＩ）（Ｉｒ（ｂｔｐ）２（ａｃａｃ））、トリス（ジベン
ゾイルメタン）フェナントロリンユウロピウム（ＩＩＩ）（Ｅｕ（ｄｂｍ）３（ｐｈｅｎ
））、トリス［４，４’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－（２，２’）－ビピリジン］ルテニウ
ム（ＩＩＩ）錯体（Ｒｕ（ｄｔｂ－ｂｐｙ）３＊２（ＰＦ６））、ＤＣＭ１、ＤＣＭ２、
Ｅｕ（テノイルトリフルオロアセトン）３（Ｅｕ（ＴＴＡ）３，ブチル－６－（１，１，
７，７－テトラメチルジュロリジル－９－エニル）－４Ｈ－ピラン）（ＤＣＪＴＢ）など
を使用することができ、その他にも、ポリフルオレン系高分子、ポリビニル系高分子など
の高分子発光物質を使用することができる。
【００４０】
　また、緑色発光層を形成する材料としては、例えば、Ａｌｑ３、３－（２－ベンゾチア
ゾリル）－７－（ジエチルアミノ）クマリン（Ｃｏｕｍａｒｉｎ６）、２，３，６，７－
テトラヒドロ－１，１，７，７，－テトラメチル－１Ｈ，５Ｈ，１１Ｈ－１０－（２－ベ
ンゾチアゾリル）キノリジン－［９，９ａ，１ｇｈ］クマリン（Ｃ５４５Ｔ）、Ｎ，Ｎ’
－ジメチル－キナクリドン（ＤＭＱＡ）、トリス（２－フェニルピリジン）イリジウム（
ＩＩＩ）（Ｉｒ（ｐｐｙ）３）などを使用することができ、その他にも、ポリフルオレン
系高分子、ポリビニル系高分子などの高分子発光物質を使用することもできる。
【００４１】
　また、青色発光層を形成する材料としては、例えば、オキサジアゾールダイマー染料（
Ｂｉｓ－ＤＡＰＯＸＰ）、スピロ化合物（Ｓｐｉｒｏ－ＤＰＶＢｉ、Ｓｐｉｒｏ－６Ｐ）
、トリアリールアミン化合物、ビス（スチリル）アミン（ＤＰＶＢｉ、ＤＳＡ）、４，４
’－ビス（９－エチル－３－カルバゾビニレン）－１，１’－ビフェニル（ＢＣｚＶＢｉ
）、ペリレン、２，５，８，１１－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチルペリレン（ＴＰＢｅ）、９
Ｈ－カルバゾール－３，３’－（１，４－フェニレン－ジ－２，１－エテン－ジイル）ビ
ス［９－エチル－（９Ｃ）］（ＢＣｚＶＢ）、４，４－ビス［４－（ジ－ｐ－トリルアミ
ノ）スチリル］ビフェニル（ＤＰＡＶＢｉ）、４－（ジ－ｐ－トリルアミノ）－４’－［
（ジ－ｐ－トリルアミノ）スチリル］スチルベン（ＤＰＡＶＢ）、４，４’－ビス［４－
（ジフェニルアミノ）スチリル］ビフェニル（ＢＤＡＶＢｉ）、ビス（３，５－ジフルオ
ロ－２－（２－ピリジル）フェニル－（２－カルボキシピリジル）イリジウムＩＩＩ（Ｆ
ＩｒＰｉｃ）などを使用することができ、その他にも、ポリフルオレン系高分子、ポリビ
ニル系高分子などの高分子発光物質を使用することができる。
【００４２】
　前述したように、有機活性層１５０は、発光層よりも透明電極１３０に近い側から順に
、電子輸送層や電子注入層を含んでいてもよい。電子輸送層を形成する電子輸送材料とし
ては、オキサゾール誘導体（ＰＢＤ、ＯＸＯ－７）、トリアゾール誘導体、ボロン誘導体
、シロール誘導体、Ａｌｑ３などの公知の材料を使用することができる。
【００４３】
　金属粒子１１０は、有機活性層１５０を構成する部分のうち、前記透明電極１３０の表
面から所定の厚さに相当する部分に混合され、前記金属粒子１１０が混合された活性層材
料は、前記透明電極１３０の表面上に直接塗布等を行うことによって、前記活性層内に分
散させても良い。
【００４４】
　尚、前記金属粒子１１０が分散された活性層の形成方法としては、特に限定されるもの
ではない、例えば蒸着法、印刷法、インクジェット法、またはスピンコート法、キャステ
ィング法、ディッピング法、バーコート法、ブレードコート法、ロールコート法、グラビ
アコート法、フレキソ印刷法、スプレーコート法、および自己組織化法（交互吸着法、自
己組織化単分子膜法）等を挙げることができる。
［反射ミラー電極層１８０］
　反射ミラー電極層１８０を形成する材料としては、Ａｇ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｉ
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ｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａの酸化化合物、合金など、空気中において光沢等の性質が安
定している化合物を使用することができる。
［実施例］
　金ナノ粒子をプラズモン粒子として、有機ＥＬ素子を作製した。
（金ナノ粒子の合成）
　まず、高純度の純水にテトラクロロ金（ＩＩＩ）酸とクエン酸ナトリウムとを少量溶か
し、加熱した。還元剤および安定剤として機能するクエン酸イオンが金表面に強固に吸着
することにより、金ナノ粒子は負に帯電されている。
（透明電極表面の処理）
　透明電極基板をn-(6-aminohexyl) aminopropyltrimethoxysilaneの蒸気に暴露すること
により、基板表面に先端にアミノ基を有する化合物による自己組織化単分子膜（SAM膜）
を形成した。SAM膜の表面はアミノ基の影響により正に帯電している。
（透明電極表面への金ナノ粒子の分散）
　前記金ナノ粒子水溶液を透明電極基板上に滴下した。金ナノ粒子同士は静電反発力によ
り分散する一方で、透明電極表面と金ナノ粒子は静電引力により引きあうために、金ナノ
粒子は透明電極表面に分散した状態で固定される。
（有機ＥＬ素子の作製）
　前記透明電極表面上に金ナノ粒子が分散した状態で固定された透明電極１３０上に有機
活性層１５０及び反射ミラー電極層１８０を順次形成して、本実施例の有機ＥＬ素子を作
製した。
（有機ＥＬ素子の表面プラズモン共鳴の測定）
　本実施例の有機ＥＬ素子の表面プラズモン共鳴の効果を確認するため、吸収スペクトル
を測定した。その結果を図２に示す。図２から分かるように、電荷輸送層及び発光層等の
有機活性層が本来吸収を持たない波長領域（約５００ｎｍ～約６５０ｎｍ）において、有
機半導体層／金ナノ粒子積層膜の吸光度が著しく変化していることが分かる。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　　ボトムエミッション型ＯＬＥＤ
　１１　　基板
　１２　　第１電極
　１３　　正孔輸送層
　１４　　発光層
　１５　　電子輸送層
　１６　　第２電極
　２０　　トップエミッション型ＯＬＥＤ
　１３０　　透明電極（陰極）
　１５０　　有機活性層（有機薄膜層）
　１８０　　金属電極層（陽極）
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